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日
本
は
古
来
よ
り
九
州
・
沖
縄
の
島
々
を
通

じ
て
ア
ジ
ア
と
の
交
流
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

戦
後
の
国
境
線
の
画
定
に
よ
り
こ
う
し
た
交
流

は
停
滞
し
た
も
の
の
、
21
世
紀
に
入
る
と
ア
ジ
ア

諸
国
の
経
済
成
長
に
伴
い
、
隣
国
か
ら
直
接
こ
れ

ら
の
島
々
を
訪
れ
る
人
が
急
増
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
連
海
洋
法
条
約
の
成
立
や
中
国
の

海
洋
進
出
に
伴
い
、
海
洋
政
策
の
「
拠
点
」
と

し
て
の
国
境
の
島
々
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
他
方
で
、２
０
１
９
年
の「
ボ
イ
コ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
」運
動
に
よ
り
対
馬
を
訪
れ
る
韓
国

人
が
激
減
し
た
り
、
今
年
に
入
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が

激
減
す
る
な
ど
、
国
際
情
勢
の
変
化
は
国
境
の

島
々
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
境
の
島
々
が
有
す
る
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
。
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
国
境
の
島
々
が
抱
え
る
問
題

点
や
将
来
的
な
可
能
性
に
つ
い
て
、
人
文
社
会

系
の
多
角
的
な
視
点
か
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
島
の
有
す
る
歴
史
的
・
文
化
的
な

背
景
も
踏
ま
え
つ
つ
、
現
在
そ
し
て
未
来
社
会
の

「
島
」の
在
り
方
を
議
論
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
はProgress100

の
助
成
を
受
け
、
２
０
２
１
年
３
月
に
開
催
予
定

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』

と
し
て
の
島―

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
た
め

の
学
際
的
検
討
」の
事
前
企
画
と
し
て
行
い
ま
す
。
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第
六
回
企
画

人
文
科
学
研
究
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／
人
間
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学
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学
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／
経
済
学
研
究
院


